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熱源   川越 宗一／著 

クスノキの番人  東野 圭吾／著 

流浪の月   凪良 ゆう／著 

清明   今野 敏／著 

ライオンのおやつ  小川 糸／著 

黒武御神火御殿  宮部 みゆき／著 

大名倒産 上  浅田 次郎／著 

大名倒産 下  浅田 次郎／著 

   ブレイディみかこ／著 

流人道中記 上  浅田 次郎／著 

 

 

 ＼令和 2年６月１日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

編集・発行 函館市中央図書館 指定管理者  

図書館流通センター・マルエイヘルシーサービス共同事業体 

〒040-0001 北海道函館市五稜郭町26番 1号 

TEL（0138）35-5500 FAX（0138）35-5525 

流人道中記 下  浅田 次郎／著 

イマジン?  有川 ひろ／著 

十字架のカルテ  知念 実希人／著 

反日種族主義  李 栄薫／編著 

暴虎の牙   柚月 裕子／著 

わが殿 上  畠中 恵／著 

落日   湊 かなえ／著 

暗約領域   大沢 在昌／著 

騒がしい楽園  中山 七里／著 

わが殿 下  畠中 恵／著 

ぼくはイエローでホワイト  

で、ちょっとブルー 

第１回 

8/3 月 
第２回 

8/4 火 
9:00～12:00 9:00～12:00 

対  象 函館市内の小学校 5・6 年生 各 9 名 

会  場 函館市中央図書館 

参 加 費 無料 

申  込 函館市中央図書館窓口か電話にて受付 

     0138-35-5500 企画担当まで 

     先着順での受付、定員となり次第締切 
     １日目・２日目と、重複申込みは不可 

募集期間 2020/7/3（金）～7/14（火） 

受付時間 9：30～20：00 

問 合 せ 函館市中央図書館 

〒040-0001 函館市五稜郭町 26-1 
0138-35-5500 企画担当まで 

図書館の仕事を体験してみよう！ 



 

この本は植物観察家の鈴木純さんが、まちの植物の楽しみ方を紹介した本です。 

ページをぱらぱらっとめくると目に留まる、ミクロの世界のような植物の写真。 

その植物は特別めずらしいものではなく、普段意識していないであろう道端や街路樹、駐車

場や空き地など私たちの身近にある植物たちなのです。 

漫画のようなコマ割りの写真とフキダシの説明を使って、肉眼ではなかなか見ることが出

来ない植物の細部やその生態、子孫の残し方などを、著者と一緒に観察しているような感覚で 

   読める今までにない楽しい植物観察の本です。 

タイトル：「まちの植物のせかい」 

タイトル：「ヤミーさんの 

おうちで毎日カフェ気分」 
 
 

著者：ヤミー  出版社：東京地図出版 （2009 年 3 月） 

家でもカフェ気分を楽しみたい、この本はそんな望みを叶えてくれるかもしれません。 

季節に合わせたさっぱりとした冷たい飲み物から、濃厚なホットドリンク、フルーツサイダ

ーのようなお手軽なものから、ラム酒を使った本格的なものまで掲載されており、飲んでみた

くなるものがきっと一つは見つかりそうです。 

季節ごとのお茶菓子のレシピもいくつか載っているので、お休みの日に作ってみたいですね。

個人的にはフルーツを使った紅茶とオムレットを作りたくなりました。 

みなさんも是非おうちカフェを楽しんでみてください。 

タイトル：「しろくまのパンツ」  

しろくまさんのパンツがなくなっちゃった！いったいどんなパンツかな？ 

困っているしろくまさんの元に続々とどうぶつのお友達がやって来ます。 

皆の愉快なパンツの柄にくすりと笑ってしまいます。そして見つかったしろくまさ

んのパンツとは…？ 

遊び心が満載の楽しいしかけ絵本です。 

著者：tupera-tupera  出版社：ブロンズ新社 （2012 年 9 月） 

文・写真：鈴木 純  出版社：雷鳥社 （2019 年 9 月） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

華美を誇る青函連絡船（翔鳳丸）[pc000570-0004] 

 

 昭和 11年に発行された絵葉書の 1枚です。翔鳳丸は津軽丸、松前丸、飛鸞丸と合わせて 

大正 13年 5月に就航した船です。当時、函館-青森間を約 4時間半で運行していました。 

 デジタル資料館はご自宅のパソコンからの閲覧も可能です。函館の町並みが描かれた絵葉書も 

ありますので是非ご覧ください。 

 

図
書
館
が
臨
時
休
館
か
ら
再
開
し
て
1
か
月
以
上
に
な
り
、
平
常
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
制
限
が
あ
り
、
利
用
さ
れ
て
い

る
方
々
に
は
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
発
生
前

の
日
常
に
何
時
戻
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
は
、
ま
だ
誰
も
わ
か
ら
な
い
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。
市
内
の
公
共
施
設
、
商
店
も
色
々
対
策
を
取
り
、

制
限
を
設
け
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
消
毒
作
業

な
ど
が
増
え
、
ど
こ
も
職
員
は
大
変
で
す
。 

 

6
月
か
ら
本
の
閲
覧
を
再
開
し
て
、
ほ
ぼ
普
通
に
図
書
館
を
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
喫
茶
ボ
ル
ヤ
ン
も
や
や
営
業
時
間
を
短

く
し
て
い
ま
す
が
、
昼
食
も
召
し
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
6
月
20
日

に
は
、
再
開
後
初
め
て
の
講
演
会
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
状
況
下
で
ど

う
し
た
ら
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、

国
や
市
の
指
針
に
従
い
視
聴
覚
ホ
ー
ル
の
定
員
を
半
分
以
下
に
し
ま
し

た
。 次

は
、
図
書
館
で
最
も
重
要
な
事
業
の
一
つ
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
再

開
で
す
。
こ
ど
も
た
ち
が
密
集
し
な
い
状
態
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
考
え
ま
し
た
。
７
月
4
日
に
七
夕
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
お
は
な
し
会

を
開
催
し
ま
す
が
、
い
つ
も
の
年
よ
り
参
加
人
数
を
減
ら
し
、
読
み
手
は

こ
ど
も
た
ち
の
前
に
は
立
た
な
い
な
ど
読
み
方
も
工
夫
し
て
実
施
し
ま

す
。
こ
う
い
う
積
み
重
ね
で
、
い
つ
も
の
よ
う
な
お
は
な
し
室
で
の
読
み

聞
か
せ
を
再
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
函
館
市
中
央
図
書
館

は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
毎
日
お
は
な
し
会
が
行
わ
れ
る
、
日
本
で
一

番
読
み
聞
か
せ
が
盛
ん
な
図
書
館
で
す
。
早
く
こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
呼

ぶ
お
は
な
し
会
を
再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

館
長
随
想
（
五
十
） 

） 



 

第60回作品募集中！ 
 
 

 

 

1 随筆 5 枚以内 函館文学学校講師 対馬 俊明 氏 

2 小説 45 枚以内 北海道教育大学名誉教授 安東 璋二 氏 

3 文芸評論 45 枚以内     同  上  同 上  

4 ノンフィクション 35 枚以内 
函館文学学校講師 

文芸誌『海光』代表 
竹中 征機 氏 

5 詩 ５編以内 
日本現代詩人会会員 

北海道詩人協会理事 
鷲谷 峰雄 氏 

6 短歌 ５首以内 
北海道アララギ地方編集委員 

道南歌人協会顧問 
山縣 庸美 氏 

7 俳句 ５句以内 
函館俳句協会会長 

『ホトトギス』同人 
熊澤 三太郎 氏 

8 川柳 ５句以内 函館川柳同好会 中村 宵星 氏 

※応募規定をご確認の上ご応募ください。 

 

公募期間 

令和 2 年 7 月 2 日 

～9月 30日※消印有効 

 

詳しい応募要項・規定は図書

館内にあるチラシまたは図書館

ホームページをご参照ください。 

 

受賞作品は、「函館市民文芸

作品集 第 60集」に掲載す

るとともに図書館ＨＰで公開

されます。 

ホームページアドレス： 

https://hakodate-lib.jp 

 

みなさんの応募を 

お待ちしています！ 

 

お問合せ 

函館市中央図書館 

市民文芸担当 

〒040-0001 

函館市五稜郭町 26-1 

 

☎ 0138-35-5500 

✉ jigyou@hakodate-lib.jp 

 

 

今年も図書館では市民文芸作品を募集しています。 

今の気持ち・出来事を自分の言葉で作品にしてみませんか？ 

たくさんのご応募をお待ちしております。 

 

応募要項（枚数はいずれも 400 字詰め原稿用紙です。） 

mailto:jigyou@hakodate-lib.jp

